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【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ ６ Ｆ 3 / 0 3 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｈ 9 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ ６ Ｆ 3 / 0 3 ４ ０ ０ Ｄ 　 　 　
　 Ｇ ０ ６ Ｆ 3 / 0 3 ４ ０ ０ Ｆ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｈ 9 / 0 2 　 　 　 Ａ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 0 月 1 8 日 ( 2 0 2 3 . 1 0 . 1 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 ペ ン で あ っ て 、
　 前 記 側 面 装 着 部 材 は 、 １ 以 上 の 静 電 容 量 方 式 の タ ッ チ セ ン サ を 備 え た タ ッ チ セ ン サ 部 と  
前 記 タ ッ チ セ ン サ 部 と が 取 り 付 け ら れ る プ レ ー ト 部 と か ら な り 、
　 前 記 タ ッ チ セ ン サ 部 の 前 記 タ ッ チ セ ン サ を 通 じ て 操 作 入 力 を 可 能 に す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 子 ペ ン 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 ペ ン で あ っ て 、
　 前 記 側 面 装 着 部 材 は 、 １ 以 上 の 感 圧 方 式 の タ ッ チ セ ン サ を 備 え た タ ッ チ セ ン サ 部 と 前 記  
タ ッ チ セ ン サ 部 と が 取 り 付 け ら れ る プ レ ー ト 部 と か ら な り 、
　 前 記 タ ッ チ セ ン サ 部 の 前 記 タ ッ チ セ ン サ を 通 じ て 操 作 入 力 を 可 能 に す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 子 ペ ン 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 ペ ン で あ っ て 、
　 前 記 側 面 装 着 部 材 は 、 タ ッ チ セ ン サ 部 と プ レ ー ト 部 と か ら な り 、
　 前 記 タ ッ チ セ ン サ 部 に は 、 検 出 方 式 の 異 な る ２ 種 類 の タ ッ チ セ ン サ が 、 そ れ ぞ れ の セ ン  
サ 領 域 が 重 な る よ う に し て 積 層 さ れ て お り 、
　 前 記 タ ッ チ セ ン サ 部 の ２ 種 類 の 前 記 タ ッ チ セ ン サ に 対 し て タ ッ チ 操 作 す る こ と に よ り 、  
操 作 入 力 を 可 能 に す る



10

20

30

40

50

JP WO2023/017697 A5 2024.5.8(2)

　 こ と を 特 徴 と す る 電 子 ペ ン 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 っ て 、 タ ッ チ セ ン サ ユ ニ ッ ト ４ の ペ ン 先 側 （ 係 合 部 ４ １ Ｆ Ｔ 側 ） を 、 筐 体 １ １ の 側 面  
開 口 部 １ １ Ｈ の ペ ン 先 側 の 端 部 側 に 突 合 す る よ う に 斜 め に 差 し 込 み 、 後 端 側 （ 被 押 圧 部 ４  
１ Ｂ Ｋ 側 ） を 側 面 開 口 部 １ １ Ｈ に 向 か う よ う に 押 し 下 げ る 。 こ れ に よ り 、 タ ッ チ セ ン サ ユ  
ニ ッ ト ４ は 、 係 合 部 ４ １ Ｆ Ｔ が 筐 体 １ １ の 内 壁 面 に 係 合 し 、 被 押 圧 部 ４ １ Ｂ Ｋ が 筐 体 １ １  
内 部 の 押 圧 機 構 部 に よ っ て ペ ン 先 側 に 押 圧 さ れ て 、 筐 体 １ １ の 側 面 開 口 部 １ １ Ｈ 部 分 に 取  
り 付 け る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 の タ ッ チ セ ン サ ユ ニ ッ ト ４ に お い て は 、 図 ３ （ Ｄ ） に 示 し た 基 板 Ｂ ｄ １  
→ 感 圧 式 セ ン サ Ｃ Ｈ ５ 、 Ｃ Ｈ ６ の 上 に 、 図 ３ （ Ｃ ） に 示 し た 基 板 Ｂ ｄ ２ → 静 電 容 量 方 式 セ  
ン サ Ｃ Ｈ １ 、 Ｃ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｈ ３ 、 Ｃ Ｈ ４ が 積 層 さ れ て タ ッ チ セ ン サ 部 ４ ２ （ 図 ３ （ Ｂ ） ） 構  
成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 タ ッ チ セ ン サ 部 ４ ２ 上 を 使 用 者 の 指 が 軽 く な ぞ っ た 程 度 で は  
、 静 電 容 量 方 式 セ ン サ Ｃ Ｈ １ 、 Ｃ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｈ ３ 、 Ｃ Ｈ ４ に よ っ て そ の 操 作 が 検 出 さ れ る だ  
け で あ る 。 し か し 、 タ ッ チ セ ン サ 部 ４ ２ 上 を 所 定 値 以 上 の 圧 力 を 掛 け る よ う に 押 下 操 作 し  
た と す る 。 こ の 場 合 に は 、 静 電 容 量 方 式 セ ン サ Ｃ Ｈ １ 、 Ｃ Ｈ ２ 、 Ｃ Ｈ ３ 、 Ｃ Ｈ ４ の 内 、 押  
下 操 作 し た 部 分 の 静 電 容 量 方 式 セ ン サ と 、 そ の 下 側 に 位 置 す る 感 圧 式 セ ン サ Ｃ Ｈ ５ 、 Ｃ Ｈ  
６ と が 、 同 時 に 押 圧 操 作 さ れ た こ と を 検 出 で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ 押 圧 部 １ ８ ａ の 下 側 に は 、 押 圧 突 起 が 設 け ら れ 、 こ れ が 回 路 基 板 １ ７ の ス イ ッ チ Ｓ  
Ｗ １ を 押 圧 で き る よ う に な っ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ 押 下 部 １ 8 ｂ の 下 側 に は 、 押 圧 突 起 が  
設 け ら れ 、 こ れ が 回 路 基 板 １ ７ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ を 押 圧 で き る よ う に な っ て い る 。 同 様 に  
、 第 ３ 押 下 部 １ 8 ｃ の 下 側 に は 、 押 圧 突 起 が 設 け ら れ 、 こ れ が 回 路 基 板 １ ７ の ス イ ッ チ Ｓ  
Ｗ ３ を 押 圧 で き る よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 す な わ ち 、 押 圧 部 材 ７ １ は 、 コ イ ル バ ネ ７ ２ が 巻 回 さ れ た 棒 状 部 ７ １ ｂ の 後 端 側 が 基 板  
保 護 部 材 １ ８ の 後 端 の ア ー チ 部 １ ８ Ａ Ｈ を 潜 る よ う に し て 、 基 板 保 護 部 材 １ ８ の 載 置 凹 部  
に 載 置 さ れ る 。 こ の 場 合 、 押 圧 板 部 ７ １ ａ の 左 側 面 の 凹 部 ７ １ Ｌ に は 、 基 板 保 護 部 材 １ ８  
の 載 置 凹 部 の 左 内 側 面 か ら 突 出 す る 凸 部 １ ８ Ｌ が 入 り 込 み 、 押 圧 板 部 ７ １ ａ の 右 側 面 の 凹  
部 ７ １ Ｒ に は 、 基 板 保 護 部 材 １ ８ の 載 置 凹 部 の 右 内 側 面 か ら 突 出 す る 凸 部 １ ８ Ｒ が 入 り 込  
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む 。 こ の よ う に し て 、 押 圧 部 材 ７ １ 及 び コ イ ル バ ネ ７ ２ は 、 基 板 保 護 部 材 １ ８ の 後 端 側 の  
載 置 凹 部 上 に 、 外 れ た り ず れ た り す る こ と が な い よ う に 載 置 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 サ イ ド ス イ ッ チ ユ ニ ッ ト ３ を 側 面 開 口 部 １ １ Ｈ 部 分 に 装 着 し た 場 合 に  
、 サ イ ド ス イ ッ チ ユ ニ ッ ト ３ の 第 １ 押 下 ノ ブ ３ ２ を 押 下 す れ ば 、 基 板 保 護 部 材 １ ８ の 第 １  
押 圧 部 １ ８ ａ を 介 し て 、 回 路 基 板 １ ７ 上 の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ を 押 下 操 作 で き る 。 同 様 に 、 サ  
イ ド ス イ ッ チ ユ ニ ッ ト ３ の 第 ２ 押 下 ノ ブ ３ ３ を 押 下 す れ ば 、 基 板 保 護 部 材 １ ８ の 第 ２ 押 圧  
部 １ ８ ｂ を 介 し て 、 回 路 基 板 １ ７ 上 の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ を 押 下 操 作 で き る 。 ま た 、 サ イ ド ス  
イ ッ チ ユ ニ ッ ト ３ の 第 ３ 押 下 ノ ブ ３ ４ を 押 下 す れ ば 、 基 板 保 護 部 材 １ ８ の 第 ３ 押 圧 部 １ ８  
ｃ を 介 し て 、 回 路 基 板 １ ７ 上 の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ を 押 下 操 作 で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 但 し 、 少 な く と も 第 １ 押 下 ノ ブ ６ ２ と 、 第 ２ 押 下 ノ ブ ６ ３ と 、 第 ３ 押 下 ノ ブ ６ ４ の 下 面  
中 央 部 に 設 け ら れ る 押 下 突 起 は 、 プ レ ー ト 部 ６ １ の 厚 み ｈ ２ に 対 応 し た 長 さ と な っ て い る  
。 こ れ に よ り 、 図 ６ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 電 子 ペ ン １ に 対 し て グ リ ッ プ 部 材 ５ を 装 着 し 、  
筐 体 １ １ の 側 面 開 口 部 １ １ Ｈ と グ リ ッ プ 部 材 ５ の 側 面 開 口 部 ５ Ｈ と を 一 致 さ せ 、 サ イ ド ス  
イ ッ チ ユ ニ ッ ト ６ を 電 子 ペ ン １ に 対 し て 装 着 し た と す る 。 こ の 場 合 、 サ イ ド ス イ ッ チ ユ ニ  
ッ ト ６ の 第 １ 押 下 ノ ブ ６ ２ 、 第 ２ 押 下 ノ ブ ６ ３ 、 第 ３ 押 下 ノ ブ ６ ４ の 下 面 中 央 部 に 設 け ら  
れ た 押 下 突 起 は 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示 し た 態 様 で 、 基 板 保 護 部 材 の 第 １ 押 圧 部 １ ８ ａ 、 第 ２ 押  
圧 部 １ ８ ｂ 、 第 ３ 押 圧 部 １ ８ ｃ の 中 央 部 分 に 接 触 す る 。
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